
4-2-2.桜沢立坑

桜沢立坑は、導水幹線水路の補修・補強工事、及び工事後のために設けられ

た立坑で、H30年度に「荒川中部農業水利事業 導水幹線その２工事」において

地質調査及び施工が行われている。 

地質調査の結果、岩盤は GL(-)14.05m で確認されており、表層はロームや粘

土層、その下の岩盤までは玉石混じり砂礫で岩盤線の上は厚さ0.55m の風化凝

灰岩で、岩盤は凝灰岩となっている。 

なお、トンネル覆工外面の天端高は、EL89.00m（敷高85.60＋内空3.00＋覆工

厚0.40m）であるため、トンネル上の岩盤の土被りは0.30m となる。 

また、調査時の地下水位は GL(-)11.95m であったため、トンネル覆工上

H=3.55m の厚さで止水用の薬液注入が行われている。 

H28年度設計時には、立坑の最深部は既設トンネルインバートまで行うことと

なっていたが、立坑部の地質調査の結果トンネル周辺の地盤が良好であるため、

トンネルスプリングラインまでとしている。

桜沢立坑に関する資料を次ページから示す。 

・ボーリング調査結果

・薬液注入範囲

・立坑竣工図

・トンネル接続部の施行写真
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WL.101.751m

WL.101.751m

WL.91.391m

EL.88.60m

敷高
EL.85.60m

H=14.75m

H=0.70m

立坑設計の地盤高は、EL,103.38m

トンネル覆工の計画部材厚は、t=0.40mであるため、凝灰岩の土被りはｈ＝0.30mとなる。

桜沢立坑

岩盤線
EL.89.30m

Hw=2.79m
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4.3 地下水位および透水係数

(1) 地下水位

一般に地下水は図 4.3.1に示すよう に、賦存状況によって「 不圧地下水」、「 被圧地下水」 およ
び「 宙水」 に分類される。

本調査地の地下水位は無水掘りにより確認し 、 表 4.3.1に一覧を示した。
表に示すよう に本地区の地下水位は、「 不圧地下水」 と 「 宙水」 の二つが存在している可能性

がある。つまり 、砂礫土層 (Dg) を帯水層とする不圧地下水は、H=91.4m付近に分布している。
なお、地下水位は天候や季節等によって変化するものである。本調査を実施した時期は豊水期

に当たることから、 渇水期には水位が低く なるものと思われる。

図 4.3.1 地下水賦存状況の模式図
[地盤工学会編：「 根切り工事と地下水－調査･設計から施工まで」 p24より ] 

表 4.3.1 地下水位

地点名
地盤高

H (m) 
地下水位

測定方法
地下水の

種類
帯水層

GL (m) H (m) 

No.1 +103.35 －11.95 +91.4 孔内測定 自然地下水 不圧地下水

「平成30年度　荒川中部農業水利事業導水幹線その２工事」
地質調査報告書より抜粋
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止水用薬液注入範囲

GL.10.95

GL.14.50
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桜沢立坑　施行写真

番号：

番号：

番号：

t=0.30m？

余　白

3

桜沢立坑

立坑底部　側部コンクリート補強

トンネル内空補強

H-125*125

余　白

2

桜沢立坑

余　白

1

桜沢立坑

トンネル内空補強支保工搬入
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桜沢立坑　施行写真

番号：

番号：

番号：

H-300*300*2段

余　白

6

桜沢立坑

立坑底部トンネル区間補強

トンネル断面鏡切り

内空断面でライナープレート切断

余　白

5

桜沢立坑

余　白

4

桜沢立坑

立坑底部　側部補強

H-300*300
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桜沢立坑　施行写真

番号：

番号：

トンネル内面補強支保工撤去

余　白

8

桜沢立坑

余　白

7

桜沢立坑

立坑底部
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